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要約:  本書では、HiPODS チームがどのようにして、世界中のお客様のクラウ
ド・センターでのワークロード・パターン、ベスト・プラクティス、および

再利用可能な資産を活用して、次世代エンタープライズ・データ・センター

用のソリューション・フレームワークを構築したかについて説明します。ま

た、ハイレベル・インフラストラクチャー・フレームワークとその基になる

テクノロジーについて説明します。さらに、今日構築されているクラウド・

インフラストラクチャーに基づく次世代エンタープライズ・データ・センタ

ーに関する価値ある提案の例を示します。 
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エグゼクティブ・サマリー  
クラウド・コンピューティングは、ユーザーが接続されたデバイスを通してどこからで

もアプリケーションにアクセスできる新たに登場してきたモデルです。ユーザー・イン

ターフェースを簡略化することによって、アプリケーションをサポートしているインフ

ラストラクチャーをユーザーが意識しなくてすみます。アプリケーションは、コンピュ

ーティング・リソースを動的にプロビジョンおよび共有することで経済の成長に対応可

能な、高度にスケーラブルなデータ・センターになります。サービス管理プラットフォ

ームが強力なために、IT リソースをクラウドに追加しても管理コストがほとんど増加し
ません。スマート・モバイル・デバイス、高速無線接続、および豊富なブラウザー・ベ

ースの Web 2.0 インターフェースの急増に伴って、ネットワーク・ベースのクラウド・
コンピューティング・モデルが、実用的になっただけでなく、IT の複雑さを軽減する手
段にもなっています。  
IT 業界全体で複数のプレイヤーがさまざまな形態とサイズのクラウド・コンピューティ
ングの取り組みを発表した結果、アナリストたちは、それらの取り組みを説明するため

に、インフラストラクチャーのアウトソーシング、サービスとしてのソフトウェア

（SaaS）、次世代の分散コンピューティングなどの特徴を表現するようになりました。

多くの CIO が、クラウド・コンピューティング・テクノロジーと管理技法を採用してデ
ータ・センターの効率性と柔軟性を向上させる方法を IBM に問い合わせてきます。
1960 年代にまでさかのぼる仮想化分野で先駆的地位を占めてきた IBM は、最近、次世
代エンタープライズ・データ・センターの構想を発表しました。この構想は、Web 中心
のクラウド・コンピューティング・モデルと今日のエンタープライズ・データ・センタ

ーの長所を併せ持っています。また、高度にスケーラブルで、異機種混合の仮想化イン

フラストラクチャー上のさまざまなワークロードに対する要求駆動型の動的なコンピュ

ーティング・リソース割り当てを可能にします。さらに、セキュリティー、データ保全

性、およびトランザクション処理に最適化することができます。エンタープライズ・デ

ータ・センターとクラウド・コンピューティングの両方の経験を持つ IBM は、この構
想を実現するための最適なソリューションをお客様に提供できる唯一の存在です。 
IBM High Performance On Demand Solutions (HiPODS) チームは、Google や中国の無錫市
などの世界中の先進的なお客様と連携しながら、Web 2.0 アプリケーションからミッシ
ョン・クリティカルなトランザクション処理システムまでのワークロードを伴うデー

タ・センターを運用するためのベスト・プラクティスを定義してきました。具体的には、

お客様と連携して、大規模なデータ・センターを運用するためのフレームワークを定義

および強化して、主要な機能で幅広いアプリケーションをホストできるようにしていま

す。今日、このフレームワークには、アプリケーションとシステムのプロビジョニング

における複雑で時間のかかるプロセスの自動化、データ・センター・レベルの仮想化、

および非常にデータ量の多いワークロードのサポートが含まれています。お客様が、こ

のフレームワークに、サービス指向アーキテクチャー上の信頼できる安全なトランザク

ション処理を含めるように要望する可能性があります。次世代エンタープライズ・デー

タ・センター・フレームワークに取り入れられた原則は、外部委託または社内開発され

たデータ・コンポーネントとアプリケーション・コンポーネントの処理にも適用されま

す。このフレームワークは、毎日数十億ヒットを処理する数万から数十万ものサーバー

を運用している Web 2.0 のお客様に触発されたものです。IBM は、このような初期のお
客様からの教訓を生かし、規模の経済と高度にスケーラブルなコンピューティングに対

するサポートを幅広いお客様に提供してきました。 
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クラウド・データ・センターを実際にセットアップしてきた経験が、次世代エンタープ

ライズ・データ・センターへの進化における重要なステップに活かされています。本書

では、次世代エンタープライズ・データ・センター用の高水準なインフラストラクチャ

ー・サービス・フレームワークと、仮想化、自動化、セルフサービス・ポータル、モニ

タリング、容量計画などの基になるテクノロジー・イネーブラーについて説明します。

また、これまでに構築されたデータ・センターに対する価値ある提案の例についても説

明します。これらのデータ・センターは、JavaÊ 2 Enterprise Edition (J2EE) アプリケー
ションから、ソフトウェア開発アプリケーション、テスト環境アプリケーション、およ

びデータ量の多いビジネス・インテリジェンス分析アプリケーションに至るまでのさま

ざまなワークロードをホストすることができます。 
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はじめに 
このセクションでは、クラウド・コンピューティングの歴史を振り返り、IBM の次世代
エンタープライズ・データ・センターに関する構想を紹介します。７ ページから始まる
次のセクションでは、次世代エンタープライズ・データ・センター用のインフラストラ

クチャー・フレームワークを紹介し、仮想化環境とインフラストラクチャー管理につい

て説明します。１５ ページから始まる最終セクションでは、既存のクラウド・インフラ
ストラクチャーとその応用について説明します。 

クラウド・コンピューティングの進化 
クラウド・コンピューティングは重要なトピックですが、革命的に新しく開発されたも

のではありません。むしろ、図 1 に示すように、数十年にわたって行われてきた進化の
一つです。   
 

 
図 １ クラウド・コンピューティングの進化 

 
クラウド・コンピューティングの流れは、1980 年代の後半の主に科学的な単一の問題

に対して多数のシステムが適用されるグリッド・コンピューティングの概念に端を発し

ています。  
 
多くの人からグリッド・コンピューティングとクラウド・コンピューティングの違いを

訊ねられます。主な違いは、ワークロードに必要なリソースを提供する方法です。 
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¶ グリッド・コンピューティングでは、ほとんどがリモートでいつでも使用可能な状
態にある必要なコンピューティング・リソースの場所にワークロードを移動する能

力が重視されます。通常、グリッドは、大きなタスクを小さなタスクに分割して並

列に実行可能なサーバーのクラスターを意味します。この観点では、グリッドを仮
想サーバーの１つと見なすことができます。またグリッドは、アプリケーションを
グリッド・ソフトウェア・インターフェースに適合させる必要もあります。 

 
¶ クラウド環境では、サーバーなどのコンピューティング・リソースを、基になるハ
ードウェア・インフラストラクチャーから動的に配備または分離してワークロード

に対して使用可能にすることができます。また、クラウドはグリッドをサポートす

る一方で、従来のアプリケーションや Web 2.0 アプリケーションを実行している 3 
層 Web アーキテクチャーなどの非グリッド環境もサポートすることができます。   

 
1990 年代に、仮想化の概念が、仮想サーバーを超えて、より高水準の抽象化である仮想
プラットフォームを経て仮想アプリケーションにまで拡張されました。このユーティリ
ティー・コンピューティングでは、クラスターが、従量制のビジネス・モデルを使用し

たコンピューティング用の仮想プラットフォームとして提供されました。より最近にな

って、サービスとしてのソフトウェア (SaaS) によって、消費されたリソースではなく、
加入者にとってのアプリケーションの価値によって課金するビジネス・モデルを使用し

たアプリケーションに仮想化のレベルが引き上げられました。  
 
クラウド・コンピューティングの概念は、グリッド、ユーティリティー、および SaaS 
の概念から進化したものです。クラウド・コンピューティングは、ユーザーが接続され

たデバイスを通してどこからでもアプリケーションにアクセスできる新たに登場してき

たモデルです。アプリケーションは、コンピューティング・リソースを動的にプロビジ

ョンおよび共有することで規模の経済を達成することが可能な、高度にスケーラブルな

データ・センターに配置されます。スマート・モバイル・デバイス、高速無線接続、お

よび豊富なブラウザー・ベースの Web 2.0 インターフェースの急増に伴って、ネットワ
ーク・ベースのクラウド・コンピューティング・モデルが、実用的になっただけでな

く、IT の複雑さを軽減する手段にもなっています。  
クラウドの長所は、そのインフラストラクチャー管理です。この管理は、プロビジョニ

ング、リイメージング、ワークロードのリバランシング、モニタリング、および体系的

な変更要求処理の自動化を通して基になるリソースを管理および活用するための仮想化

テクノロジーの成熟および進歩によって可能になります。  

次世代エンタープライズ・データ・センター 
IT 業界全体でクラウド・コンピューティング・イニシアチブを発表するプレイヤーが増
えるにつれて、IBM にクラウド・コンピューティング・テクノロジーと管理技法を導入
してデータ・センターの効率性と柔軟性を向上させる方法を問い合わせる CIO が増えて
きました。1960 年代から仮想化分野で先駆的地位を占めてきた IBM は、最近、次世代
エンタープライズ・データ・センターの構想を発表しました。この構想は、図 2 に示
すように、Web 中心のクラウド・コンピューティング・モデルと今日のエンタープライ

ズ・データ・センターの長所を併せ持っています。  
 




